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１ 子育て支援の充実

２ 保健事業の推進

３ 高齢福祉の推進

４ 国民健康保険制度の安定運営

健康で安心できる暮らし

笑顔がいっぱいのまちづくり

二戸市健康福祉部長 玉 懸 邦 将

平成29年度健康福祉部主要事業



１ 子育て支援の充実

若者が活発に交流するとともに女性がより積極的に活躍し、何より「にのへ」で結婚し、出産、子育てをしたいと
思えるよう、子どもを産み・育てるために必要な環境の整備や子育てに対する不安感・負担感の軽減に努め、魅力あ
るまちづくりを進めます。

取り組むべき子育て支援の課題

経 済 的 負 担 の 軽 減

不安感・負担感の軽減

仕事 と 子 育 て の 両立

子 育 て 環 境 の 整 備

◆保育料の軽減【581.8百万円】
低所得世帯、多子世帯、母子等世帯の軽減

◆医療費助成の拡大【15.3百万円】
平成２９年８月診療分から中学生まで拡大

◆相談・支援体制の充実【5.9百万円】
母子・父子自立支援員の配置

◆発達支援事業の拡充【9.7百万円】
３歳児向け早期発達支援教室の新規実施

◆児童クラブ施設整備事業【273.9百万円】
◆放課後児童対策事業【65.4百万円】
児童クラブの開所時間の延長

◆病児保育施設整備事業【137.2百万円】
小児科診療所（誘致）、病児保育室（直営）

◆児童クラブ施設整備事業【再掲】
◆病児保育施設整備事業【再掲】
小児科診療所（誘致）、病児保育室（直営）

平成２９年度の取り組み



子育て世帯の経済的な負担の軽減策として、
対象者を小学生までから義務教育期間の

中学生まで拡大

・対 象 者 小学校1年生から
中学校３年生（卒業）まで

・所得制限 あり

・受給者負担 入院5,000円、入院外1,500円
（市民税非課税世帯は受給者負担なし）

・実施時期 平成29年8月1日受診分から助成

医療費助成制度の拡大



児童クラブ施設整備事業

（中央児童クラブ全体配置図）

【児童クラブ新築】

・定員：１２０人

・クラブ室（４０人）×３部屋

・木造・平屋建て（４９８．１０㎡）

・図書スペース、静養室等整備

【遊具整備】

雲梯（低学年用 （1））、４連ブランコ（1）、

低鉄棒（1）、滑り台（1）、八角のぼり棒（1）、

ジャングルジム（1） 、４人乗りシーソー（2）、

水飲（2）、雲梯（高学年用/ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞに設置）

中央小学校

児童に対し、適切な遊びと生活の場を与えるとともに、集
団活動を推進し、放課後における児童の健全育成を図る。

対象児童の学年を６年生まで拡充し、平成３０年４月の
運用開始に向けて整備する。



（二戸消防署跡地）

至金田一方面

至 二戸駅方面

病児保育施設整備事業

【病児保育施設新築】

・床面積：約１３０㎡

・整備：平成２９年度

・開設予定：平成３０年度

【病児保育事業】

・児童が発熱等の急な病気となった場合、

診療所に付設された専用施設において

一時的に保育する。



２ 保健事業の推進

二戸市は、脳卒中死亡率や自殺による死亡率などが全国でも高く、このような状況を踏まえた健康な心と体づくり
が必要となっています。このことから、幼少期から正しい生活習慣を身につけるとともに、特定健診受診率を高め、
いつまでも健康で暮らせるよう健康寿命の延伸に取り組みます。

取り組むべき保健事業の課題

脳 卒 中 予 防

ロコモティブシンドローム
予 防

◆脳卒中等予防改善事業【3.2百万円】
講演会、減塩キャンペーン活動、減塩料理教室、健診での推定塩分
摂取量検査、簡易尿中塩分測定器貸出を実施

◆特定健診受診率向上対策事業【6.3百万円】
国保ヘルスアップ事業を導入した特定健診受診率の向上対策

◆にのへ健康マイレージ事業【0.9百万円】
モデル地区において試験的に実施し、導入効果を検証

◆自殺予防、精神保健事業【7.7百万円】
こころの健康づくりのための健康教室の開催、こころの相談及び
訪問の実施

◆ロコモティブシンドローム予防事業【13.2百万円】
高齢者の転倒予防教室の開催、若い世代の運動推進、習慣化させる
講座を開催

平成２９年度の取り組み

自 殺 予 防







３ 高齢者福祉の推進

二戸市の総人口は減少傾向にあるものの、65歳以上の高齢者は増加傾向を示しています。このような状況を踏ま

え、高齢になっても、住み慣れた地域で、自立能力の維持、向上を図り、健康的で安心できる生活ができるよう、生

活の仕組みづくりや、高齢者、家族介護者等の支援や介護の人材育成に取り組みます。

取り組むべき高齢者福祉の課題

安心で健やかな暮らし
◆高齢者福祉計画の策定
二戸広域事務組合の策定する介護保険事業計画（第7期）にマッチ
した計画の策定（H30～H32）

◆在宅高齢者の生活の支援
緊急通報システム整備事業、セーフティネット支援事業、生活支援
型ホームヘルプサービス・デイサービス事業等
◆介護保険事業の実施
二戸市の要介護（要支援）認定者 1,848名（平成29年3月末）

平成２９年度の取り組み

住 み 慣 れ た 地 域 で

支 え 合 い の 輪 づ く り
◆支え合うコミュニティづくり
介護予防活動団体支援事業、敬老会事業、老人クラブ助成事業等



老人クラブ、シルバー人材センター、町内会等

生活支援サービスの体制整備(平成３０年度)

・生活支援コーディネーターの配置
・協議体の設置
・市を核とした支援体制の充実・強化

・二戸市地域包括支援センター

・ケアマネージャー

・市民後見人
・認知症サポーター
・家族介護者交流会
・認知症カフェ

認知症施策の推進
平成30年度に設置

住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けるために

介護・医療連携(平成３０年度)

・カシオペア地域医療福祉連携研究会
・市及び包括支援センターの「ケア会議」

認知症地域

支援推進員

○ 住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムを構築を目指します。

○ 今後、認知症者の増加が見込まれることから、地域での生活を支える仕組みの充実を図ります。



4 国民健康保険制度の安定運営

国民健康保険の財政状況は非常に厳しくなってきており、平成３０年度からは、国民健康保険事業の運営主体が県
に移行することになっています。今後も国民健康保険財政の健全化に向けた諸施策を推進し、市民の医療の確保を図
ります。また、地域医療を確保するため、２診療所体制を維持します。

実現のための施策

２ 診 療 所 体 制 の 維 持

広域化への円滑な移行

◆県医療局、国保連等関係機関に対する働きかけなどによる医師確保

◆国保事業の運営主体が県に移行することになっているため、今後も国
保財政の健全化に向けた、国保税収納率や特定健康診査・特定保健指導
等実施率の向上対策など実施による円滑な移行

平成２９年度の取り組み


